
慶應義塾大学病院におけるPDCAサイクルの構築体制について

当院は、患者中心の医療を実現するために、患者の意思を尊重した全人的な医療を提供することを目標と
している。刻々と変化する医療を取り巻く環境において、この目標を達成するために、PDCAサイクルを構築
し活用する。

•臓器別臨床腫瘍クラスター：EBM実践の評価、質の高い
チーム医療の評価、患者とのパートナーシップの普及の
評価、高尚な倫理の医療への普及の評価。

•がん専門外来：診療機能の改善の評価、患者QOL評価
法の評価（がんリハビリテーション外来、がん緩和ケア外
来、がん看護外来）。

•地域連携機能：地域連携活動（患者セミナー、地域診療
ネットワーク）の評価。

•医療事務：数値的な診療実績による具体的定量的な評
価。

•上記に関して、オンコロジーボードに報告。

•オンコロジーボード：地域社会からの情報の収集と環境
変化への対応の評価。

•臓器別臨床腫瘍クラスター：新しいEBMの創出案、さらに
質の高いチーム医療や患者とのパートナーシップの普及
案、高尚な倫理の医療への普及案の検討。

•がん専門外来：さらなる診療機能の改善案、患者QOLの
評価の改善案の検討（がんリハビリテーション外来、がん
緩和ケア外来、がん看護外来）。

•地域連携機能：地域連携活動（患者セミナー、地域診療
ネットワーク）の改善案の検討。

•医療事務：診療実績の評価による、診療機能等の改善
案。

•上記に関して、オンコロジーボードにおける意見の集約、
具体的な改善案の作成と関連部門への周知の徹底。

•オンコロジーボード：地域社会からの新しい情報の収集。

•臓器別臨床腫瘍クラスター：EBMの実践、チーム医療の
実践、患者とのパートナーシップの構築の実践、高尚な
倫理の医療への導入。

•がん専門外来：診療機能の改善、患者QOLを評価（がん
リハビリテーション外来、がん緩和ケア外来、がん看護外
来）。

•地域連携機能：地域連携活動（患者セミナー、地域診療
ネットワーク）の開催。

•医療事務：診療実績等の定量的な評価。

•上記に関して、オンコロジーボードに報告。

•オンコロジーボード：地域社会からの情報の収集と環境
への対応。

•臓器別臨床腫瘍クラスター：EBMの吟味、チーム医療の
提案、患者とのパートナーシップの構築の提案、高尚な
倫理の医療への導入の提案。

•がん専門外来：診療機能の改善案、患者QOL評価法の
提案（がんリハビリテーション外来、がん緩和ケア外来、
がん看護外来）。

•地域連携機能：地域連携活動（患者セミナー、地域診療
ネットワーク）の提案。

•医療事務：診療実績等を定量的に評価可能なシステム
の提案。

•上記に関して、包括的がん診療の決定機関であるオンコ
ロジーボードに報告。

•オンコロジーボード：地域社会における医療を取り巻く環
境の変化に対応する計画案の作成。
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